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３
月
定
例
会

　3月４日～６日の３日間にわたり、14名の議員から市政に対
する一般質問が行われました。質問の一部を抜粋しての掲載
となり、内容につきましては各議員において編集しております。
　掲載の順番は質問順です。

一 般 質 問

問

質

般

一

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
か
ら

　
２
月
７
日
に
元
全
国
都
道
府
県
議

会
議
長
会
事
務
局
次
長
の
内
田
一
夫

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
飯
山
市

議
会
活
性
化
学
習
会
」
を
開
催
、「
議

員
の
役
割
と
議
会
活
動
の
基
本
、
守

る
べ
き
政
治
倫
理
」
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
中
、

議
会
の
役
割
と
し
て
「
議
会
は
決
定

機
関
と
し
て
議
決
責
任
・
説
明
責
任

を
ど
う
果
た
し
て
い
く
か
」、
議
員
の

農
業
振
興
、
住
み

や
す
い
地
域
、
防

災
減
災
を
問
う

佐藤正夫議員

農
業
振
興
、
住
み

農
業
振
興
、
住
み

や
す
い
地
域
、
防

や
す
い
地
域
、
防

　
　
公
社
で
無
く
て
も
農
業
・
農

村
を
守
る
た
め
の
組
織
が
必
要
だ
。

　
　

飯
山
の
農
産
物
は
魅
力
あ

る
。
収
益
を
上
げ
る
行
為
の
民
間

感
覚
を
持
っ
た
組
織
が
必
要
。
関

係
団
体
と
一
緒
に
検
討
し
て
行
く
。

　
　
家
か
ら
道
路
ま
で
の
玄
関
前

除
雪
に
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
イ
ン
グ
と

か
消
雪
マ
ッ
ト
の
活
用
に
助
成
を
。

　
　
除
雪
支
援
員
制
度
を
進
め
な

が
ら
、
融
雪
設
備
へ
の
助
成
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
。

　
　
市
道
路
肩
草
刈
り
機
２
台
で

間
に
合
わ
な
い
地
域
は
住
民
の
草

刈
り
に
助
成
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

　
　
研
究
し
て
行
き
た
い
。

　
　
19
号
台
風
災
害
の
検
証
結
果

は
い
つ
出
る
の
か
。
市
民
と
の
話
し

合
い
の
場
を
い
つ
持
つ
の
か
。
ま
た

水
防
計
画
を
策
定
す
べ
き
だ
。

　
　
検
証
結
果
は
４
月
末
頃
の
予

定
。
集
落
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り
を

含
め
地
域
住
民
と
行
政
懇
談
会
で

対
応
し
て
行
く
。
水
防
計
画
は
策

定
し
随
時
見
直
し
を
図
る
。

　
　
皿
川
堤
防
の
改
修
時
期
は
。

　
　
令
和
２
年
度
県
河
川
整
備
計

画
変
更
手
続
き
着
手
。
信
濃
川
水

系
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
お
り
そ
れ
に
基

づ
き
進
め
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

◆
台
風
災
害
対
策
に
つ
い
て

　
　

家
屋
・
商
店
の
被
害
状
況
は
。

  　

家
屋
６
２
９
件
、
商
店
事
業

所
１
８
０
件
、
被
害
額
10
億
。
再

開
事
業
所
１
７
４
件
、
廃
業
３
件
。

　
　
支
援
制
度
の
内
容
説
明
は
。

　
　
市
広
報
・
防
災
無
線
・
手
紙

等
で
。
会
議
所
に
相
談
窓
口
設
置
。

　
　
市
施
設
の
復
旧
は
い
つ
か
。

　
　
順
次
復
旧
、
年
度
内
に
完
了
。

◆
経
済
活
性
化
に
つ
い
て

　
　
寡
雪
支
援
策
は
不
十
分
で
は
。

　
　
関
係
者
と
協
議
し
、
緊
急
経

済
対
策
資
金
と
し
て
利
率
１・５
㌫

の
資
金
融
資
、
そ
の
借
入
資
金
に

対
し
て
１
㌫
分
を
利
子
補
給
す
る
。

　
　

消
費
増
税
、
台
風
、
寡
雪
、

ウ
イ
ル
ス
。
破
綻
し
か
ね
な
い
地

域
経
済
の
浮
揚
策
が
必
要
で
は
。

　
　
会
議
所・事
業
者
と
相
談
。国・

県
の
動
向
も
注
視
。
情
勢
に
あ
っ

た
経
済
対
策
を
実
施
し
た
い
。

　
　
地
域
に
根
差
し
た
企
業
は
宝
。

国
に
先
駆
け
て
後
継
者
・
事
業
承

継
の
政
策
制
定
を
。

　
　
地
域
に
根
差
し
た
企
業
の
継

続
へ
の
願
い
は
同
じ
。
会
議
所
と

連
携
し
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

◆
飯
山
市
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
　
５
年
間
の
検
証
結
果
は
。

　
　
目
標
値
の
70
㌫
以
上
達
成
。

地
域
中
小
企
業
が

元
気
に
な
る
こ
と

こ
れ
が
地
方
創
生

上松永林議員

答答問 答 答 答 答 答

　
　

国
か
ら
信
濃
川
緊
急
治
水

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
公
表
さ
れ
、

戸
狩
地
区
の
狭
窄
部
の
河
道
掘
削

工
事
、
決
壊
し
た
皿
川
堤
防
、
ま

た
無
堤
防
地
域
の
整
備
等
が
盛
り

込
ま
れ
た
が
、
秋
津
地
区
、
清
川

以
南
も
無
堤
防
整
備
地
域
に
含
ま

れ
る
の
か
。

　
　
堤
防
整
備
地
区
に
含
ま
れ
て

い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
千
曲
川
の
水
位
が
過
去
最
高

に
上
昇
。
古
牧
橋
下
流
の
嵩
上
げ

が
さ
れ
て
い
な
い
堤
防
で
は
、
天

端
ま
で
増
水
し
た
。
多
く
の
住
民

が
避
難
し
た
が
、
新
し
い
古
牧
橋

と
堤
防
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
何
年

も
か
か
る
。
ま
た
大
雨
が
降
れ
ば
、

外
水
と
宮
沢
川
の
内
水
の
氾
濫
で

堤
防
が
挟
み
撃
ち
に
な
り
大
変
危

険
に
な
る
。

　　　　　　
大
型
土
の
う
の
備
蓄
も
考
え

ら
れ
る
。
国
・
県
へ
要
望
し
た
い
。

　
　

中
山
間
地
の
た
め
池
。
過
去

に
決
壊
し
犠
牲
者
が
出
た
記
録
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
堤
体
が
決
壊
し
た
場
合
の
危

険
た
め
池
は
28
か
所
、
う
ち
18
か

所
は
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

製
済
み
。
残
り
の
10
か
所
に
つ
い

て
令
和
２
年
度
作
成
す
る
。

防
災
減
災
に
つ
い

て

西澤一彦議員

答 問問 答 問

消
防
団
の
現
状
に

つ
い
て

岸田眞紀議員

　
　
消
防
団
の
な
り
手
不
足
が
深

刻
と
聞
く
が
、
条
例
で
の
定
数
は

８
５
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
過
不
足

に
つ
い
て
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
２
年
１
月
10
日
現
在
の

団
員
数
は
７
９
１
人
で
、
59
人
下

回
っ
て
い
る
。

　
　

災
害
の
発
生
は
昼
夜
・
休
日

を
問
わ
ず
発
生
す
る
。
消
防
団
員

の
多
く
は
勤
め
に
出
て
い
る
。
各

地
域
の
現
状
を
知
っ
て
い
る
消
防

団
を
支
援
す
る
消
防
Ｏ
Ｂ
の
協
力

組
織
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

集
落
に
よ
っ
て
は
予
備
消
防

組
織
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
と
聞

く
。
全
国
に
も
引
退
し
た
人
が
経

験
を
生
か
し
て
組
織
す
る
機
能
別

消
防
団
員
が
増
え
て
い
る
。
消
防

団
と
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

◆
婚
活
応
援
事
業
に
つ
い
て

　
　

こ
の
事
業
は
平
成
24
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
７
年
が
経
過
し
た

が
、
今
ま
で
の
成
果
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。　
　

　
　
７
年
間
で
35
回
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
８
３
２
人
の
参

加
で
１
６
８
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
た
。
そ
の
中
で
市
が
把
握
し

て
い
る
成
婚
は
５
組
で
あ
る
。

答 問答 問答 問

す
べ
て
の
事
業
に

結
果
を
期
待

久保田幸治議員

　
　

２
年
前
に
も
観
光
局
事
務
所

の
分
離
、
独
立
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

　
　
観
光
局
は
民
間
法
人
で
あ
る

た
め
事
務
所
の
分
離
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
お
り
観
光
局
と
の
協
議
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

新
幹
線
飯
山
駅
前
に
ホ
テ
ル

が
何
故
必
要
と
考
え
る
か
。

　
　
信
越
自
然
郷
、
周
辺
観
光
地

へ
の
玄
関
口
と
な
る
。
単
に
通
過

点
で
な
く
滞
在
す
る
拠
点
と
し
て

の
ホ
テ
ル
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
新
幹
線
開
業
か
ら
５
年
が
経

つ
。
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
上
げ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
現
在
の

公
募
条
件
に
関
し
、
条
件
緩
和
や

見
直
し
な
ど
行
い
再
度
公
募
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
ス
ピ
ー
ド
感
は
重
要
で
あ
る
。

提
案
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
者
も

含
め
、
新
た
な
公
募
の
実
施
も
視

野
に
入
れ
検
討
し
た
い
。

　
　
千
曲
川
治
水
対
策
と
し
て
５

年
以
内
に
遊
水
地
を
新
設
す
る
と

国
・
県
で
言
っ
て
い
る
。
市
内
に
設

け
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
整

備
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
。

　
　

普
段
は
農
地
、
洪
水
時
は
遊

水
地
と
し
て
土
地
の
有
効
活
用
が

図
れ
る
方
法
も
一つ
と
考
え
て
い
る
。

答 問答 問答 問答 問

答 問答 問答問答問 答 問

責
務
と
し
て
「
合
議
体
の
構
成
員
と

し
て
議
会
の
機
能
を
遂
行
す
る
責
務

（
議
会
活
動
）、
住
民
の
代
表
者
と
し

て
の
責
務
（
住
民
意
思
の
把
握
、
調

査
研
究
等
の
活
動
）（
議
員
活
動
）」、

議
員
と
し
て
の
普
段
に
お
け
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
意
識

の
重
要
性
、
政
治
倫
理
条
例
制
定
に

あ
た
っ
て
議
会
で
議
論
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
で
は
、

現
在
、
議
会
活
動
の
充
実
強
化
を
協

議
す
る
「
議
会
の
あ
り
方
分
科
会
」、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
推
進
を
協

議
す
る
「
広
報
広
聴
分
科
会
」
の
ほ

か
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
、
活
力
あ
る

議
会
と
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
理

念
、
議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則
を

定
め
る
「
飯
山
市
議
会
基
本
条
例
」

の
制
定
に
向
け
「
議
会
基
本
条
例
検

討
委
員
会
」
に
お
い
て
、協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　　
ま
た
、
４
月
21
日
に
開
催
し
た
議

会
全
員
協
議
会
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る
議
員
の

行
動
指
針
」
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

答

問 問 問問 問 問
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教
育
行
政
と
地
域

づ
く
り

高山恒夫議員

◆
作
成
さ
れ
て
い
な
い
「
飯
山
市

水
防
計
画
書
」
に
つ
い
て

　
　

水
防
法
で
作
成
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
「
飯
山
市
水
防
計

画
書
」
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、

ど
う
し
て
作
成
し
な
い
の
か
、
そ

の
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
、
い
つ
ま

で
に
作
成
す
る
の
か
。

　
　
「
地
域
防
災
計
画
」
の
中
に

記
載
し
運
用
し
て
い
る
が
、
８
月

末
を
め
ど
に
策
定
し
て
い
き
た
い
。

◆
提
出
さ
れ
て
い
な
い
「
水
防
顛

末
書
」
に
つ
い
て

　
　
県
の
規
則
で
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
「
水
防
顛
末
報
告
」

は
い
つ
提
出
さ
れ
た
の
か
。

　
　
提
出
し
て
い
な
い
。

◆
飯
山
市
水
位
観
測
に
つ
い
て

　
　

観
測
所
の
位
置
と
そ
の
位
置

の
堤
防
の
高
さ
と
計
画
高
水
位
を

知
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
位
置
は
県
境
か
ら
の
距
離
標

で
お
お
む
ね
30
㌔
で
あ
る
が
他
は
、

市
独
自
に
設
置
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
算
出
し
て
い
な
い
。

◆
防
災
無
線
の
水
位
の
報
告

　
　

市
民
は
「
水
位
８
㍍
30
㌢
」

と
言
わ
れ
て
も
理
解
で
き
な
い
。

「
堤
頂
ま
で
あ
と
２・３
㍍
」
と
報

告
で
き
な
い
か
。

　
　
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

希
薄
な
地
元
行
政

の
防
災
意
識

市川久芳議員

災
害
時
の
高
齢
者

障
が
い
者
の
避
難

に
つ
い
て

水野正彦議員

　
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
目
線

で
避
難
場
所
の
検
討
を
要
望
す
る
。

　
　
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
等
も
含
め
て

体
の
不
自
由
な
方
に
も
避
難
し
て

い
た
だ
け
る
福
祉
避
難
所
の
開
設

も
含
め
て
対
応
を
検
討
す
る
。

　
　
洪
水
災
害
時
は
ト
ピ
ア
ホ
ー

ル
の
受
け
入
れ
人
数
に
余
裕
が
あ

る
よ
う
な
ら
、
避
難
範
囲
を
広
げ

て
は
ど
う
か
。

　
　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
千
曲
荘
の
跡
地

　
　

現
施
設
の
跡
地
の
利
用
を
ど

の
よ
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

現
千
曲
荘
敷
地
面
積
は

１
万
５
０
０
０
平
方
㍍
。現
時
点
で

は
具
体
的
な
跡
地
利
用
案
は
な
い
。

◆
屋
内
運
動
場

　
　

地
域
の
選
手
が
活
躍
す
る
こ

と
を
願
っ
て
屋
内
運
動
場
に
対
す

る
市
長
の
決
意
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
人
工
芝
化
と
安
全
に
視
点
を

お
い
た
改
修
に
よ
り
雨
天
ま
た
は

冬
季
に
行
え
な
い
ス
ポ
ー
ツ
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
場
を
提
供
し

て
い
き
た
い
。
子
供
か
ら
高
齢
者

そ
し
て
障
が
い
者
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
飯
山
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
飯
山
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
年
度
予
算
と
施

政
方
針
に
つ
い
て

小林喜美治議員

新
幹
線
開
業
５
年

の
検
証
に
つ
い
て

山﨑一郎議員

地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
つ
い
て

飯田健一議員

　
　

昨
年
の
水
害
時
の
対
応
に

つ
い
て
聞
く
。
当
時
千
曲
川
の
水

位
が
飯
山
市
の
避
難
判
断
勧
告
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
警
報
を
出
す
と
決
め

て
い
る
水
位
、
避
難
勧
告
は
（
９
・

４
㍍
）、
避
難
指
示
は
（
10
㍍
）
の

い
ず
れ
の
高
さ
を
も
超
え
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
も
と
づ
い
て
勧
告
、
指
示
が

出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
を

市
民
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

　
　

説
明
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ど
う
い
う
判
断
を
し
た
か
と
い
う

と
木
島
地
区
、
常
盤
地
区
は
、
判

断
基
準
の
前
の
段
階
で
避
難
勧
告

を
出
し
た
。
飯
山
地
区
に
つ
い
て

は
、
千
曲
川
水
位
の
上
昇
の
見
込

み
、
雨
の
状
況
、
千
曲
川
河
川
事

務
所
の
情
報
を
含
め
て
判
断
し
た
。

千
曲
川
河
川
事
務
所
か
ら
は
、
堤

防
ま
で
１
㍍
以
上
余
裕
が
あ
る
と

聞
い
た
。
決
壊
は
免
れ
る
と
判
断

し
た
。

　
　

水
没
車
両
に
つ
い
て
調
査
・

支
援
は
で
き
な
い
か
。

　
　

被
害
が
多
い
の
は
承
知
し
て

い
る
。
現
在
、
支
援
計
画
は
な
い
。

千
曲
川
（
本
流
）

の
避
難
勧
告
実
施

松本淳一議員

答問

国
民
健
康
保
険
及

び
生
活
災
害
支
援

に
つ
い
て

渡辺美智子議員

　
　

保
険
税
率
の
資
産
割
率
が
４
・

05
㌫
引
き
下
げ
ら
れ
る
条
例
が
出

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
引
き
下
げ
分

１
人
当
た
り
お
よ
び
市
全
体
の
額

は
。
ま
た
保
険
税
を
決
め
る
県
へ
の

納
付
金
は
い
く
ら
か
。

　
　

１
人
当
た
り
平
均
年
間
１
，

１
０
０
円
、市
全
体
で
５
０
０
万
円
。

納
付
金
は
今
年
度
に
比
べ
て
約
１
億

円
減
の
５
億
４
１
０
０
万
円
余
。

　
　

約
１
億
円
減
に
関
わ
ら
ず

５
０
０
万
円
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

も
っ
と
減
税
に
充
て
る
べ
き
で
は
。

　
　

基
金
に
積
み
立
て
て
、
納
付

金
が
増
額
し
た
時
は
基
金
を
活
用

し
て
保
険
税
の
増
税
を
抑
制
す
る
。

　
　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
均
等

割
の
軽
減
が
出
来
な
い
か
。人
数
は
。

　
　

令
和
２
年
１
月
末
で
18
歳
以

下
は
３
４
８
人
。
軽
減
に
は
充
分

調
査
し
、
慎
重
に
制
度
を
吟
味
し

て
進
め
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
に
お
い
て
資
格
証
を
短
期
保
険

証
と
し
受
診
で
き
る
よ
う
周
知
を
。

　
　
周
知
し
た
い
。

　
　

台
風
災
害
に
よ
る
国
、
県
の

生
活
再
建
支
援
の
対
象
外
の
被
害

世
帯
に
市
独
自
の
支
援
を
求
め
る
。

　
　
５
６
９
世
帯
に
、
床
下
浸
水

も
含
め
て
義
援
金
の
配
分
作
業
中
。

答 問答 問 答 問 答 問 答 問

　
　
施
政
方
針
で
は
そ
の
冒
頭

部
分
で
国
や
県
の
状
況
に
つ
い
て
、

経
済
の
高
環
境
の
進
展
、
景
気
回

復
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
が
見
込

ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

消
費
税
の
10
㌫
の
引
き
上
げ
に
よ

り
家
計
消
費
は
落
ち
込
み
市
民
生

活
を
襲
っ
て
い
る
。
ど
こ
に
経
済

の
高
環
境
と
景
気
回
復
と
い
わ
れ

る
も
の
が
あ
る
の
か
。
新
年
度
予

算
は
復
興
元
年
と
の
位
置
づ
け
で

い
る
が
、
災
害
復
興
対
応
な
ど
か

な
り
の
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

新
年
度
予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
。

　
　
被
災
者
支
援
の
継
続
的
な
支

援
、
復
興
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
第
一
と
し
て
移
住
・
定
住
人
口
、

新
幹
線
を
中
心
と
し
た
観
光
交
流

人
口
増
を
施
策
と
し
た
予
算
編
成

と
な
っ
た
。
歳
入
で
は
、
災
害
に

よ
る
市
税
の
減
が
約
６
０
０
０
万

円
、
交
付
税
が
増
額
と
な
っ
た
。

◆
台
風
第
19
号
の
復
旧
事
業

　
　
国
土
交
通
省
の
発
表
し
た

「
信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
、
静
間
地
籍
の

無
提
地
区
の
解
消
に
あ
わ
せ
清
川

の
河
口
部
分
も
検
討
さ
れ
る
の
か
。

　
　
支
流
部
分
も
総
合
的
に
改
修

が
検
討
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、

国
・
県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

答 問答 問

感
染
症
対
策
に
つ

い
て

吉越利明議員

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

市
民
へ
の
予
防
等
の
発
信
方
法
は
。

　
　
防
災
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

チ
ラ
シ
を
配
布
し
対
応
し
た
。
今

後
は
ｉ
ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
わ
か
り

や
す
く
市
民
に
発
信
し
て
い
く
。

　
　
売
上
減
少
に
関
し
て
事
業
者

へ
の
支
援
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
飯
山
商
工
会
議
所
と
合
同
で

事
業
者
向
け
特
別
相
談
窓
口
を
設

置
し
必
要
な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

◆
観
光
戦
略
に
つ
い
て

　
　

誘
客
に
関
し
て
、
飯
山
市
と

信
州
い
い
や
ま
観
光
局
の
取
組
は
。

　
　
新
商
品
の
開
発
や
他
団
体
と

連
携
し
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

民
間
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
多

様
化
し
て
い
る
観
光
客
に
提
供
で

き
る
商
品
開
発
を
し
て
い
き
た
い
。

◆
治
水
対
策
に
つ
い
て

　
　

信
濃
川
水
系
緊
急
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
、
災
害
を
受
け
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
要
請
を
行
う
の
か
。

　
　
飯
山
盆
地
が
リ
ス
ク
を
抱
え

な
い
よ
う
慎
重
に
計
画
整
備
い
た

だ
く
よ
う
国
・
県
に
要
望
し
た
い

　
　
大
関
橋
は
災
害
時
、
橋
桁
ま

で
増
水
し
危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
。

架
け
替
え
を
要
請
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
回
の
状
況
を
踏
ま
え
、
県

に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

答問答 問 答 問答 問答 問

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
過
去

を
含
め
る
と
隊
員
は
ト
ー
タ
ル
で

何
名
に
な
る
か
。

　
　
現
在
６
名
の
隊
員
を
任
命
し

て
い
る
。
平
成
26
年
度
か
ら
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で

12
名
の
協
力
隊
員
を
任
命
し
た
。

　
　
任
務
期
間
満
了
後
、
市
内
に

定
住
し
た
人
は
何
名
い
る
か
。

　
　

全
退
任
者
６
名
の
う
ち
、
定

住
し
た
方
は
２
名
。

　
　

市
職
員
の
よ
う
な
仕
事
で
は

な
く
、
地
域
に
出
て
行
き
、
ま
さ

に
地
域
お
こ
し
に
な
る
よ
う
な
仕

事
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
か
が
か
。

　
　

受
け
入
れ
先
の
こ
と
も
あ
る

の
で
、
要
望
が
あ
れ
ば
考
え
て
い

き
た
い
。

◆
高
校
再
編
に
つ
い
て

　
　

高
校
再
編
の
件
に
つ
い
て
は

ま
だ
議
論
が
不
十
分
な
の
で
は
な

い
か
。
も
っ
と
保
護
者
、
高
校
生
、

中
学
生
、そ
し
て
一
般
市
民
の
声
に
、

幅
広
く
、
深
く
、
耳
を
傾
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

懇
談
会
を
岳
北
４
市
村
で
、

丁
寧
に
や
っ
た
。
出
さ
れ
た
意
見

を
真
摯
に
聞
い
て
き
た
。
説
明
等

に
つ
い
て
は
充
分
や
っ
た
の
で
足
り

な
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

答 問 答 問 答 問 答 問

　
　

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
満
５
年

を
迎
え
た
が
、
利
用
者
数
を
ど
の

よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
調
査
に
よ
る

と
、
開
業
の
年
に
は
飯
山
駅
か
ら

の
乗
車
数
が
一
日
平
均
５
０
４
人

で
あ
っ
た
が
、
昨
年
は
一
日
平
均

５
６
７
人
で
毎
年
約
３
㌫
ず
つ
伸

び
て
い
る
状
況
だ
。
乗
降
者
数
と

な
る
と
お
よ
そ
一
日
２
０
０
０
人
で

年
間
約
72
万
人
ほ
ど
に
な
る
。

　
　
新
幹
線
効
果
で
移
住
者
が
増

え
て
い
る
よ
う
だ
が
状
況
は
。

　
　
開
業
か
ら
今
年
の
２
月
末
ま

で
に
３
９
６
人
の
移
住
者
が
あ
り
、

子
ど
も
連
れ
の
若
い
家
族
が
多
く
、

平
均
年
齢
は
34
・
５
歳
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
駅
周
辺
へ
の
商
業
施
設
の
誘

致
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
大
型
店
舗
が
１
店
と
飲
食
店

が
４
店
舗
と
他
の
商
業
施
設
が
１

店
進
出
し
、
今
年
更
に
飲
食
店
や

介
護
施
設
等
が
進
出
の
予
定
だ
。

　
　
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
に
は

ホ
テ
ル
誘
致
が
最
重
要
課
題
だ
が

ど
ん
な
状
況
か
。

　
　
現
在
、
民
間
事
業
者
か
ら
も

い
く
つ
か
提
案
を
頂
い
て
い
る
の

で
、
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
建
設
に

向
け
進
め
て
参
り
た
い
。

答 問 答問答 問問答

　
　
小
学
校
２
、
中
学
校
１
校
と

す
る
統
合
答
申
が
あ
っ
た
。
新
た

な
学
校
づ
く
り
と
活
力
あ
る
地
域

を
ど
う
つ
く
る
か
。

　
　

行
政
区
を
分
け
な
い
前
提
で

中
学
校
区
毎
に
統
合
を
協
議
し
た
。

統
合
校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
な
ど
の
活
動
が
新
た
な
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
地
区
公
民
館
を
小
学
校
区
ブ

ロ
ッ
ク
で
再
編
成
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　

公
民
館
活
動
は
県
下
に
誇
れ

る
伝
統
と
歴
史
が
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
地
域
と
学
校
の
協
働
化
と
し

て
新
し
い
学
校
づ
く
り
に
活
用
で

き
れ
ば
と
考
え
る
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
制
度

　
　

県
教
委
で
は
教
員
採
用
に
特

別
選
考
枠
を
設
け
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
一
次
選
考
を
免
除
し
た
が
。

　
　
飯
山
で
育
つ
ス
キ
ー
選
手
が
、

先
生
に
な
っ
て
地
元
に
戻
っ
て
き
て

く
れ
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
県
に
要

望
し
て
い
た
。

　
　
経
済
的
な
支
援
は
ど
う
か
。

　
　
奨
学
金
制
度
を
新
設
し
た
い
。

◆
棚
田
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　

新
棚
田
地
域
振
興
法
の
活
用

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
は
。

　
　
目
的
と
ど
の
よ
う
な
人
材
か
地

元
受
け
皿
が
あ
れ
ば
募
集
で
き
る
。

答問 答 問 答 問 問答 問 答

問 答 問答

答 問 答 問 答 問 答 問

答 答答 問 問 問

一 般 質 問 一 般 質 問

本会議を傍聴する方へお願い
（新型コロナウイルス感染拡大防止について）
　本会議については「i ネット飯山」で同時中継しており
ます。感染状況を鑑み傍聴の自粛をお願いします。
　本会議を傍聴する方は、席の間隔をあけてお座りいた
だき（入場者数の制限あり）必ずマスクを着用ください。

令
和
２
年
６
月
定
例
会

会
期
日
程　

(

予
定)

◆ 

招
集
・
議
案
上
程

　
　
　
６
月
８
日
㈪

◆ 

一
般
質
問

　
　
　
６
月
16
日
㈫
〜

　
　
　
　
　
　
　
18
日
㈭

◆ 

各
常
任
委
員
会
審
査

　
　
　
19
日
㈮
〜
23
日
㈫

◆ 

委
員
長
報
告
・
採
決

　
　
　
25
日
㈭


